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垂水高校文化祭に密着取材 !!

広報担当者が行く－続・垂高文化祭

密
着
一
日
目

　

ま
ず
目
を
奪
っ
た
の
は
、
正
門

近
く
に
飾
ら
れ
た
書
道
部
に
よ

る
屋
外
作
品
展
示
。
奥
深
い
言
葉

か
ら
青
春
を
感
じ
る
言
葉
ま
で

「
高
校
生
は
こ
ん
な
に
も
達
筆
な

の
か
」
と
思
わ
せ
る
作
品
の
数
々

が
来
場
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
井
ノ
上
校
長
の

「
今
年
も
生
徒
と
先
生
が
一
体
と

な
っ
て
文
化
と
い
う
大
き
な
実

を
結
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
早
速
ス
テ
ー
ジ
部
門
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の

代
表
が
火
花
を
散
ら
す
「
垂
高
最

強
決
定
戦
腕
相
撲
大
会
」
や
「
高

校
生
食
育
王
選
手
権
大
会
垂
高

バ
ー
ジ
ョ
ン
（
誰
が
一
番
り
ん
ご

の
皮
を
長
く
む
け
る
か
）」、「
ダ

ン
ス
」
や
「
大
き
な
絵
本
」
な

ど
、
今
年
初
と
な
る
ス
テ
ー
ジ
が

多
く
用
意
さ
れ
、
観
客
か
ら
は
黄

色
い
声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ

歓
声
が
上
が
っ
た
も
の
が
２
つ
。

１
つ
は
、
垂
水
高
校
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
「
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
」

に
よ
る
「
被
服
製
作
発
表
会
」
で

す
。
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
高

校
生
に
よ
る
高
校
生
の
た
め
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
す
。
授

業
の
一
環
で
、
４
月
か
ら
時
間
を

費
や
し
、
気
持
ち
を
込
め
て
製
作

し
た
作
品
の
完
成
度
は
高
く
、
そ

れ
を
着
て
歩
く
高
校
生
は
、「
す

ば
ら
し
い
」
の
一
言
に
尽
き
る
も

の
で
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
最
終
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
大
き

な
紙
に
筆
を
走
ら
せ
、
作
品
を
仕

上
げ
る
様
は
、
観
客
の
目
を
釘
付

け
に
し
ま
し
た
。
圧
巻
だ
っ
た
の

は
、最
後
に
書
か
れ
た
作
品
。「
コ

ブ
ク
ロ
」
の
名
曲
「
永
遠
に
と
も

に
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
一
見
、

何
も
書
い
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
た
作
品
は
、
明
か
り
を
消
す
と

「
光
り
輝
く
文
字
」
と
し
て
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
蛍
光

塗
料
と
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
利

用
し
た
「
ア
ー
ト
書
道
」
で
し
た
。

密
着
二
日
目

　

展
示
部
門
で
は
、
一
日
目
に
使

用
さ
れ
た
「
被
服
製
作
発
表
会
」

の
作
品
の
展
示
を
は
じ
め
と
す

る
「
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
」
な
ら
で

は
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
華
道

作
品
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
貼

り
絵
、
お
ば
け
屋
敷
な
ど
が
各
教

室
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
一
番
、
目
を
引
い
た
の

は
、「
食
物
バ
ザ
ー
」
で
す
。「
生

活
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の

授
業
で
培
わ
れ
た
も
の
は
、
食
物

バ
ザ
ー
で
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
カ

レ
ー
か
ら
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
ま
で
、

お
い
し
い
も
の
ば
か
り
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道
部
に

よ
る
お
茶
会
も
開
催
さ
れ
、
賑
や

か
な
文
化
祭
の
中
に
も
一
息
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
締
め
く
く
り
は
、
再

び
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
合
唱
や
昨

年
、
同
好
会
と
し
て
結
成
さ
れ
、

今
年
か
ら
正
式
に
部
と
な
っ
た

「
ダ
ン
ス
部
」
に
よ
る
魅
力
溢
れ

る
ダ
ン
ス
と
吹
奏
楽
に
よ
る
演

奏
で
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
垂
高
文
化
祭
は
、
そ

の
テ
ー
マ
の
と
お
り
「
垂
高
に
恋

を
し
た
」
生
徒
た
ち
が
、
学
校
生

活
で
培
っ
た
こ
と
を
、
十
二
分
に

表
現
し
、
ま
さ
に
青
春
と
言
え
る

も
の
で
し
た
。
垂
高
生
の
皆
さ

ん
、
す
ば
ら
し
い
文
化
祭
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先月号でお知らせした「二日間の垂水高校文化祭」。
皆さんはご覧になられましたか？
「行けなかった」と言う方も多かったのではないでしょうか。
今月は、広報担当者がその文化祭に密着取材を敢行いたしました。
紙面を通して、その雰囲気をお伝えできればと思います。

書道パフォーマンスによる作品。文字が光り輝いて見えました。

被服製作発表会 ダンス部

りんご皮むき

腕相撲大会




